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Uraga in Yokosuka located in Kanagawa Miura Peninsula, had developed as a town of shipbuilding. 
However, after an oil crisis, the shipyard declined and had been closed in March, 2003. The vast former site is 
closed by the wall and the state where it was separated from the town continues. In this plan, the vast former 
site is opened wide in a town and the community center which produces the space where people can gather to 
the waterside is proposed. 
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１．	 研究背景／research	 background 
私が生まれ育った神奈川県三浦半島に位置する浦賀は、
ペリーが来航し開国のきっかけとなった地として有名な
港町である。開国をきっかけに浦賀の顔は漁業から産業
へと姿を変え造船所が開設され、以降、造船の街として
発展してきた。	 
	 しかし、オイルショック以降、造船所は衰退していき
2003 年 3 月に役割を終え閉鎖されてしまった。造船所が
閉鎖して 10 年近く経った今もなお、その広大な跡地は塀
によって塞がれており、街と切り離された状態が続いて
いる。その為、浦賀は陸地深く切り込んだ天然の良港に
接し、斜面緑地を背景にした魅力ある港町であるにもか
かわらず、地元住民や浦賀を訪れた人達は水辺を身近に
感じる事ができない現状にある。	 
 
２．	 研究目的／research	 purpose	 
本計画では、造船所跡地を街に開放し、水辺に人々が
集える空間を生み出すとともに、浦賀がこれまで歩んで
きた『歴史・文化』や『造船』や『海事』といったもの
を展示するプログラムを複合したコミュニティセンター
を計画する。	 
	 
３．	 全体計画／master	 plan	 
未整備の造船所跡地に対して４つの操作を行う。 
a）最初に広大な造船所跡地を３つに分割し、港の正面	  
	  に位置した中央エリアを敷地対象地に設定 
b）駅前の倉庫群を保存レベルが高いもの以外を解体 
c）暗渠された堀の復元と扉船の開放による水の引き込み 
d）造船所内の水辺に回遊性を生み出すプロムナード整備 
 
４．	 設計主旨／concept	 
選定した敷地対象地において、造船所が残した『船台』
『細長い道』『扉船』という３つの地形の形態を出発点と
して空間を構成していく。 
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５．	 用途／program	 
 
 
【観光客】 
歴史・造船・海事展示コーナー／資料コーナー／観光案
内所／レクチャールーム 
【地元住民】 
学習室／ワークショップ／工房／集会室／調理講習室／
作業室／コンピュータールーム／多目的ホール 
 
 
【ギャラリー／展望スペース／テラス】 
 
 
【ウォーターフロント／ブリッジ】 
 
６．	 空間構成／composition	 
 
 
□造船所内で唯一の傾斜である第３船台のスロープを形	 	  
	 態操作に用いる 
 
 
□駅からアクセスしやすい陸側には観光客、海側には 
	 地元住民が利用するプログラムを配置 
 
□観光客と地元住民に対した異なるプログラムを中庭や	 	  
	 多目的ホールによって緩やかに繋ぐ 
 
 
 
 
 
 
	 広大な敷地に対して、細長く伸びた３つのボリューム
を連続的に配置することで、建築全体として敷地のスケ
ールに合わせながら、周辺環境に対して親和性のあるコ
ミュニティセンターを目指した。 
 
７．	 おわりに／in	 conclusion	 
かつて浦賀が漁業から産業へと顔を変えた際に海から
遠のいてしまった地元住民を再び水辺に集わせるだけで
なく、新たに浦賀を訪れる人々や周辺地域の人々も含め
たコミュニティが本計画で提案した建築によって生まれ
ることを望む。	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